大阪府温泉資源保護に係る検討委員会設置要綱
（目的）

第1条  大阪府内の温泉の状況について、既存資料及び水質調査結果並びに揚湯試験結果等をもとに検討を行い、今後の大阪府内の温泉資源保護のための施策を推進するための基礎資料を作成する。
（組織）

第2条  委員会は、大阪府環境審議会温泉部会の委員及び専門委員の中から健康福祉部長が委嘱する地質学の専門家３名の委員により組織する。

２　委員会に委員長を置き、委員長は委員の互選により定める。

３　委員会の事務局は大阪府健康福祉部環境衛生課に置く。

（会議）

第３条  委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。

２  委員会は、これに属する委員の二分の一以上が出席しなければ会議を開くことができない。

３　委員長に事故あるときは、委員会に属する委員のうちから、あらかじめ委員長の指名する者がその職務を代理する。

（庶務）

第４条　委員会の庶務は事務局において処理する。

（謝礼金）

第5条 委員の謝礼金の額は、日額一万七百円とする。

（費用弁償）

第6条 委員の費用弁償の額は、職員の旅費に関する条例（昭和４０年大阪府条例第３７号）に

　よる９級の職務にある者のうち部長の職務に準ずる者以外の者の額相当額とする。ただし、同

　条例第２条第１項第１号に規定する内国旅行の日当は、同条別表第１の定額（指定職等の職務

　にある者以外の者）により支給する。

２　前項の費用弁償の支給についての路程は、住所地の市町村から起算することとし、日当は、距離の遠近にかかわらず全額を支給する。

（必要事項）

第７条  この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別途定める。

附　　則

　この要綱は、平成１８年１２月１４日から施行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大阪府温泉資源保護に係る検討委員会
委員名簿（順不同）

	氏　　　名
	所　　　　　　　　　属
	専　門　分　野

	 熊井　久雄
	 大阪市立大学理学部　名誉教授
	 第四紀学(水理地質学)

	 益田　晴恵
	 大阪市立大学大学院理学研究科　教授
	 地球化学

	 樽野　博幸
	  大阪市立自然史博物館　学芸課長
	 地 質 学(古生物学)


事務局（大阪府健康福祉部環境衛生課）

　　　課　　長　　　　辻　精一郎

　　課長補佐　　　　宗　芳　和

　　　主　　査　　　　倉　持　隆

　　　主　　査　　　　上澤　行成

　　　主　　事　　　　竹上　信二
                       　　　　　                                     　　　　
